
「短期入所生活介護サービス連続利用の取扱いについて」 

 

（目 的） 

 

 短期入所生活介護サービスの連続した利用に関し、下記の内容に基づき申請

があった場合、必要性等を確認した上で暫定的に承認する措置を講じる。 

 

（前提条件） 

 

１． 利用申請に伴う前提条件 

   特別養護老人ホーム及び認知症対応型共同生活介護の待機待ちの期間

に限定して、連続した短期入所生活介護サービスの利用を承認する。 

   このため、次のことに留意すること。 

 

１）  特別養護老人ホーム及び認知症対応型共同生活介護に入所申請を 

していること。 

 

２）  利用者の身体の状態、家族などの状況、主治医の意見などを総合的に 

申請内容を協議し、必要とする理由が妥当であること。 

 

３）  短期入所生活介護サービス事業所の本来の目的を損なわない範囲で 

の利用者数であること。 

 

２． 短期入所生活介護サービス利用承認申請書について 

 

１） 「前提条件」に対して本人または家族が承認していること。 

 

２）  在宅介護が困難な理由が明確であること。 

 

３）  申請については、内容の聞き取り等も行うため、担当ケアマネジャ

ーが代行申請して提出すること。 


